








目的 

呼吸窮迫症候群 respiratory distress syndro-me(RDS)の発症原因が肺サーファクタント

の欠乏であることは広く知られているが,それには量的な欠乏,質的な欠乏の 2 種類が考え

られている。量的な欠乏は肺の未熟性がその直接的原因と考えられるが,質的な欠乏では,

サーファクタントは肺胞内に存在するのに,何らかの機序によりその機能が発揮され

ず,RDS が発症してしまうものと推測される。 

今回,肺サーファクタント定量の目的で,sur-factant specific apoprotein(SSAP)微量定量

法を用い,RDS と臨床診断した患児から経時的に採取した気道吸引液中の SSAP を測定した

ところ,病初期から SSAP が認められた,即ち,肺サーファクタントが存在したにもかかわら

ず発症したRDSを4例経験したので,この4例を中心にして,病初期にはSSAPの認められな

かった症例 6 例や,非 RDS 児の成績を比較し,病初期より SSAP が認められた患児における

RDS の発症機序について検討を加えた。 


